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墨田区立図書館30年の歩み（略年表）

昭和25年度・図書館法公布（4月1日）

同26年度・寺島図書館設置。

（都立日比谷図書館寺島分館建物の移管による）

同27年度・寺島図書館開館。江東ブロック図書館研究会発足。

同28年度・巡回文庫始める。 （文化係と提携）

・夏期夜間開館実施（7－8月）昭和51年まで。

同29年度。緑分館開設。 （緑小学校内に寺島を母体として設置）

同32年度・緑図書館開館。

同34年度・墨田区立図書館報発刊。

同34年度・墨田区立図書館総合目録発行。

。レコードコンサート始める。 （緑）

同35年度・母親読書会及び座談会を開催。

同36年度・レコードの館内利用始める。 （緑）

・図書館友の会「うずの会」発足。 （39年まで）

同37年度･あずま図書館開館。

°墨田区立図書館連絡協議会（3館協議会）発足。

同38年度。東京都公立図書館長協議会「東京都公立図書館の現状と問題点」を発行。

。日本図書館協会「中小都市における公共図書館の運営」発行。

同39年度。規則改正，貸し出しを1人2冊10日間とする。

（保証人への「はがき」照会廃止）

．寺島図書館改築のため，仮設館で業務執行。

同40年度･寺島図書館改築落成開館。

。採集物を調べる会（後， 自然を学ぶ会48年まで）

・肢体不自由児に資料宅配始める。 （緑）

・都立図書館からの協力車運行始まる。

同41年度。成人を祝う会に図書館案内を配布。

。現代作家原稿展開催。 （寺島）

・館内利用の際の図書閲覧票の記入廃止。 （あずま）

はじめに

墨田区の図書館は，いま， 30年の年輪と足跡を印すところまで進んでまいりました。こ

のひとつの節目を機会に，改めて墨田区史に見る図書館の歴史を振り返ることも意義ある

ことと考え，その要点を紹介いたします。

○東京市立本所簡易図書館

明治44年（1911年）本所区北二葉町11番地

本所高等小学校内に開設

大正2年（1913年）4月東京市立本所図書館と改称

大正12年，関東大震災で焼失

大正13年，太平町一丁目1番地に仮建築, 6月再開

昭和3年，太平町一丁目91番地，法恩寺境内に新館落成

昭和20年3月10日，戦災により焼失

○東京市立中和図書館

大正3年8月，本所区林町三丁目40番地

中和尋常小学校内に開設。

大正12年，関東大震災で焼失

大正13昭，復興再建

昭和4年，本所表町に明徳小学校建設（近代的設備の図書館が併設）

昭和5年，明徳小学校に移転

昭和5年10月，東京市立東駒形図書館と改称

昭和20年3月10日，戦災により焼失

○町立寺島図轡館

昭和3年12月12日，町議会設立の件議決

※御大典（11月14日天皇即位の儀式）記念事業による

南葛飾郡寺島町1555番地旧寺島小学校校舎に開設

昭和4年6月17日から閲覧を開始

昭和7年10月，東京市に移管

昭和20年5月25日，戦災により焼失

このように墨田区は，図書館について，長い歴史的かかわりのあったことが伺い知れま

す。
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昭和43年度・図書予約貸し出し始める。

・冷暖房設備設置さる・

・図書館利用の手引小学校に配布する。 （あずま）

同44年度・子供への図書貸し出しをブラウン式にする。

・子供用貸出袋を配布する。

。新刊雑誌の貸し出し始める。

同45年度・返却用ブックポスト設置。 （緑）

・子供へのお話しの時間を始める。 （あずま）

同46年度・子供の貸し出しを無記赦式にする。

同47年度。墨田区立図書館資料相互貸借規程作成，実施。

。一般への貸し出しを無記戦式にする。

。館内自由閲覧とする。

。入館票廃止，集中カウンター制とする。 （あずま）

同48年度。入館票廃止。 （緑・寺島）

・新聞プールグ発行。 （あずま）

・共同書庫（資料保存）できる。

同49年度。墨田区立図書館に関する規則を廃止，墨田区立図書館運営規則施行。

（貸出冊数等改正）個人 1人5冊3週間

団体 100冊1カ月

文庫300冊3カ月

･複写サービス始める。

同50年度．レコードの館外貸し出し始める。

。図書の消耗品扱い決まる。

同51年度｡視覚障害者にカセットテープの貸し出し始める。

．集中カウンター制とし，子供室に担当職員を配置する。 （緑）

・開館時間の延長をする。 （平日午後7時まで）

・出入口のスロープ化及び自動ドアの設置。 （あずま）

・小冊子墨田区の図書館発行。

昭和53年度・文庫，団体だよりの発行を行う。

・あずま図書館だよりの発行を行う。

・文庫団体と図書館との懇談会を行う。

・朗読者義成識座を開催する。

・墨田区立図書館録音奉仕者設置要領制定。

同54年度・図書館振興対策プロジェクト検討始まる。

、立花．八広両図書館開設準備始まる。 （寺島）

同55年度・立花（6月）八広（10月）開館。

・図書館振興対策プロジェクト答申案まとまる。

・文庫，団体への配本（車）業務始まる。

・あずまを特定館，他館を一般館に組織改正。

・墨田区声の図書館貸出実施要領制定。

・墨田区立図書館対面朗読実施要領制定。

同56年度・盲人用録音物等発受施設の指定を受く。 （あずま）

・墨田区立図謁館拡大写本サービス実施要領制定。

ここに改めて30年を願りみるとき，幾多の変革と進展の跡を見ることができます。図書

館が，健康で豊かな文化生活と生涯教育への期待に応えるため，奉仕活動の充実に努め，

本との結びつきの輪を拡げる子供のための行事，本の読象聞かせ，地域の家庭文庫，読書

グループの活動への援助，成人への利用の働きかけ，障害者に対するボランティア活動を

軸とする朗読奉仕等，きめ細かいサービスの推進が図られて，悪らしに役立つ身近な図書

館の実現を指向し，その施策を進めた足跡を承ることができると思います。

この後もなお，広く区民に開かれた図書館として，教育，文化の発展に寄与し，区民の

教養，調査研究， レクリエーション等に資し，真に区民の広場として定着することを願

い，発展を期するよう運営に努め，過去の積象上げにも増して進展を図っていく必要があ

ると考えています。

－2－
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｜ 墨田区立図書館の利用案内 ’ 集会室，ホール等

立花，八広の両図書館には集会室やホールがあります。地域や団体の集まりに利用で

きるほか，卓球もできるようになっています。又，お年寄りの方の憩の場として畳の部

屋もあり，囲碁，将椣の用意もあります。

レコード，カセ,ソトテープ

中学生以上の方には， レコード， カセットテープの貸し出しをしています。 1人， 1

回3点（枚）まで貸し出します。本と両方借りるときは，併せて5点（冊）までです。

障害者へのサービス

目の不自由な方のために，市販のカセットテープのほかに，本を録音した録音図書の

作成，対面朗読，点訳サービスも行っています。

コピーサービス

図書館の資料に限って，一定の制限はありますが， コピーサービスを有料で行ってい

ます。

行事，催しもの

子供の行事として，人形劇，子供会など，一般向けとして講演会等の催し~も実施して

います。

開館時間

○あずま，緑，寺島，八広図書館の開館時間

平日（土曜日を含む）＝午前9時～午後7時

日曜（第1， 3， 5日曜）＝午前9時～午後5時

※立花図書館は，開館日は他館と同じですが，閉館時刻が平日， 日曜いずれも午後5

時になっています。

○立花，八広両図書館の集会室，ホール等の利用時間

平日（土曜日を含む）＝午前9時～午後9時

日耀（第1， 3， 5日曜）＝午前9時～午後5時

休館日

○各館とも毎月第2， 4日腿日と第1， 3， 5日臓日の翌日及び毎月20日（整理日)，

国民の祝日，年末年始と特別整理期間ですが， これが祝日等と重なる時は，翌日も休

館になります。

はじめての方に

本等，図書館のものを借り出さない限り，入館には何の手続きもいりません。気軽に

お入りいただけます。

図書館のどんな資料を利用されても， コピーサーピス以外は無料です。

館外貸し出し

墨田区に住んでいる方，通勤，通学先のある方ならば， どなたでも利用できます。

貸し出しは， 1人， 1回5冊まで， 3週間借りられます。

借り出し申込書を書くと， 1年間有効の借出券が受けられ，館内の本を自由に手にと

って選べます。

中学生以上の方は，住所を確認できるもの（学生証，運転免許証，保険証等）をお持

ち下さい。

借出券は，区内のどの図書館でも利用できます。

リクエスト（予約）サービス

各館では，御希望の本が貸し出し中等で見当らないときは， リクエストをお受けし，

返却待ち,脳入,他館からの借り受け等によって，御要望に応えるように努めています。

レファレンス（参考）サービス

本のこと，あるいは悪らしや仕事についての調べものなどのお手伝いをいたします。

気軽にご相談下さい。

館内閲覧

館内には，読書室，閲覧座席等を設け，利用の便を図っております。調べものがある

ときなどに利用して下さい。

児童（子供）室

絵本，紙芝居等もそろえてあります。本の読象聞かせなども行っています。

グループ利用

グループでの調査，研究，読書，その他のサークル活動などの利用もできます。

奇

1
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利用状況の推移
（ ）内数は障害者サービス関係を内数で示す
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図書館指標

52 5347 48 49 50 51 54 55

年間購入冊数年間購入冊数 0.06冊(区民1人当り）(区民1人当り）

（ 〃 ）

（ 〃 ）

（ 〃 ）

（ 〃 ）

0.070.07 0.11 0．11 0.13 0．14 0．200．14図
書
保
障
率

人 口

年間購入金額

人 口

年間購入金額
、

52円 136 184 34061 79 108 110 343
人 口

蔵書冊数

人 口

蔵書冊数 0.59冊 0.65 0．79 0．970．60 0．91 1．08 1．16 1．53
人 口人 口型

申込者数 7．71％借出申込者率(登録率） 8．81 9．39 10.71 11．23 10.82 13．09×100 8．11 10.07
人 口

図書利用率（貸出率）
館外貸出冊数 1．26冊 1．97 2．39 3．491．37 1．69 2．20 2.60 2．66
人 口

館外貸出冊数 2.13回蔵書回転率 2．28 2．41 2．48 2．41 2．45 2．40 2．24 2．27
蔵書冊数

分類別蔵書冊数
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障害者奉仕概況 １
１
１障害者サービスの経過と現状

備考52 53 54 55

登
録
状
況

図書館における障害者サービスは，緒について幾何の年月を経るに至っていませんが，

公立図書館では次第にそのサービスの輪を拡げつつあるものと思われ，今後幾多の課題に

も取り組んでいかなければならない状況にありますが，今日までの本区の状況を紹介W､た

します。

●昭和49年1月。障害者サービス小委員会を設置

（各館1～3名で機成，障害者サービスについて検討を始める｡)小石川，豊島，

日本点字図書館， 日盲福祉センター等を見学

●昭和50年度。視覧障害者サービス用として，市販カセットテープを附入

（各館48万円”…･3館）

・テープ目録作成(500タイトル700本）

・視覚障害者手帳1～3級所持者（266人）に対しPR(目録配布等）開始

●昭和52年度。墨盲協「声のたより」にテープ団体貸出開始

・フエルト会より拡大写本の寄贈を受ける

●昭和53年度・朗読者菱成講座（全6回）開講

・利用者と朗読者の懇談会開催

･朗読者の自主サークル「くさぶえ」誕生

・朗読者養成講座（続）開講（2回）

④昭和54年度． 「声のたより」で新刊紹介始める（毎月5～8冊）

・朗読者養成講座中級（全5回）開識

（内1回は「くさぶえ」が主催）

、昭和55年度。対面朗読識習会（全2回）開識

・初級朗読者義成識座（全8回）開講

、昭和56年度。写本サービス実施

･初級朗読者養成識座（全9回）開識

個人登録者数 44 58 5442

I団体登録数 33 3 3

1，872 1，698市販 一 プ 1，057 1，392テ
I

資

料

現

況

自主作成テープ 0 280 33581

拡 大 写 本 178 2250 122

点 字 図 書 81 910 4

個

人

1，262 1，639 2，353 4，245カセットテープ

貸

出

状

況

点字図書、拡大写本 88 107 132 206

団

体

カセッ トテープ 523 639 595 675

点字図書、拡大写本 0 0 0 0

奉仕者猛成各種識座開催 0 4 4 12

対面朗読奉仕件数 0 0 0 2

借入 0 6 159 271
施設間資料相互貸借

(地区、類縁機関相互）
貸出 0 0 60 33

録音（朗読） 19 190 45

奉仕者

(ボランティア）

登 録 数

対面朗読 0 0 270

拡大写本 0 0 00

点 字 0 0 0 0

－6－
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貸出冊数、登録者数、資料購入費の推移
■■■■■■■■■■■■

’ ’ L壁”34,094人
55 ~ ヂ

タ

●

砂三雲竿≦
二

王二≧‐
｜~8,606

＝

｡

625,46◆

1●

25,317人
54 ~

一

一｝
０

１

Ｉ
一一｡一

万円一

一

一

一

一
一

一■一

26,829人｝
一

一
一

T■一

53 ~ ／ －

／4,456万円 ／ 623,010冊J

O

匿料職入野一料購入 一一一／

／
／ ／

０
０

578,121冊25,895人ノ
52 ~

／
3,9闘万円／

／

／
／

24,793人 ／
51

13,330万円
l

i

541,888冊

(登録着数）登録者数
＝ｰ－－ロー■■己

493,759冊〆23,589人
50

/･／3,430万円
一

〆

122,533人〆~一
一

49
－

一 一

／／
ノ

426,930冊．/､／2,605万円
／

0,976人

I

冊／杉1,961万円 355,043／』

48 ／

鯰1 20,495人

ノ

(貸出冊数）貸出冊数
／

ー-

冊1,664万円/・／
47

／／‘｜
ノ

ノ

,｡.1,400万円18,809人f ■

(年度

46

）
／ 273,701冊

一

8030 40 50 60 700 10 20
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’ 文花1の19－1
あずま図書館 a612-6048

束武小村井駅7分
都バス

〈里22〉文花二丁目 7分

．鱸耀駕蕊麗脇》}童繼三丁園'・
ずま百樹園があって，たくさんの緑をたたえていま 西

す。図書館は，この緑に包まれるように建てられて

います。図書館に接して曳舟中学校，西吾嬬小学校

があり,至近に吾嬬第三中学校,文花小学校のほか，

区立保育園3園と児童館1館，私立の幼稚園2園も 一

あずま図書館 あずま図書館

ｶコ

あって，文教地区の観があります。又，地域の状況は近くの文花団地，極めて人口密度

の高い京島地区を背景として立地しています。

●子供のために

幼児期から本に親しみ，本との結びつきによって健やかな育成を願い，全体として児

童図書を多く揃え，紙芝居，絵本も多数置いて読書の基盤づくりに寄与するようにして

います。

又，毎日3時から紙芝居や絵本を使っての読承聞かせや,毎週水曜日には,軽い運動，

折紙,工作等のレクリェーショソの時間を設け，親しゑやすい図書館を'目指していま

す。

夏休桑やクリスマスには，人形劇なども行い，節句，七夕等の行事も行っています。

⑥目の不自由な方のために

市販のカセットテープのほか，ボランティアの方との協力で，本をカセットテープに

録音した声の図書の貸し出しを行っています。又，直接本を読んでさしあげる対面朗読

と，本を大きな字に写し替えた拡大写本の作成貸し出しのほか,書物を点字に直す点訳，

点字を一般の文字にする墨字訳も希望により行っています。

⑭文庫，団体への貸し出し

家庭文庫や学校，職場の読書会等のグループを作られる方の相談を受け，配本車によ

る貸し出し，回収の便を計っております。

－8－
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１
１
１
１

~

緑図書館
一軸ユ鵬通り iI|緑図書館’緑図書館

●緑図書館は，総武線両国駅からガードに沿って歩い

て約10分，緑公園の横にあります。

錦糸町駅からですと歩いて約15分かかります。

●建物は，鉄筋2階建で， 1階には児童用図書,絵本，

紙芝居を澄いた子供室と,一般利用のための小説類，

旅行関係書，家事家庭関係書，貸し出し用新刊雑

誌と婦人雑誌類等を置いています。図書の貸し出

し,返却はすべて1階のカウンターでできます。又，

1階入口のすぐ右脇には，会合や談話用の部屋があ

ります。利用の際はカウンターで受け付けます。2

階は辞典，図録類，郷土資料等を揃えた第1閲覧室

と，読書や調べものに使う第2閲覧室，それにレコ

ード，テープの貸し出し，返却窓口，館内利用の新

ノ

~可－1京蕊迦閲1－一

緑2の23－3

壷631－4621

総武線両国駅 10分

都バス

〈草28〉緑2丁目 2分

〈塚20〉石原2丁目7分

k
聞，雑誌コーブーー，資料についての相談カウンターがあります。

中2階には社会学，教育，風俗， 自然科学，工業，商業，芸術，スポーツ，言語等の

図書があります。2階には，哲学，人生論，歴史，法律，経済関係の図書を置いていま

す。

、緑図書館は，区の南部地区を中心として，子供や女性に親しまれる図書館として，又，

資料の貸し出しを中心としている第一線の図書館で，大きな流れとして都立中央図書

館，更には国立国会図書館へとつながっております。

⑤緑図書館では，墨田区に深いかかわりを持つ隅田川を中心とした江戸時代から現代まで

の地図類，地誌，錦絵，写真，古文醤等郷土資料のほか，行政資料の収集も行っており

ます。

、その他，障害者サービスとして，ボランティアによる図書の録音奉仕や，対面朗読等も

実施しております。

規模の小さな図醤館ですが，区民に使い易い，実用的な図醤館を目指しています。

℃ ＝■

~

衝，亀爾融電

■－q

遡朧『

ユ』 ｰ

患
"

11
円

犀

~函一一一
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寺島図書館 東向島3の34－4

a611-4610

束武・京成曳舟駅7分

都バス

〈里22〉百花剛前 5分
束向勘1丁目3分

に移管され，区立図書館

ております。都内でも長

が，戦時中の取壊し，東

資料はその殆んどが焼

○

寺島図書館
至陥ヶ捕

｜
●寺島図書館は，町立寺島

図書館から東京都立図書

館になり，昭和26年墨田区

として再出発し今日に至つ

い歴史をもった図書館です

京大空襲等により，戦前の

失，散逸してしまいました

串

現在の図書館は，昭和40年に全面改築された3階建の図書館で，外壁赤レンガ造りで

当時としてはモダンな建物でした。

●図書館の1階部分は，車椅子でも利用できるように専用スロープを設け，新聞，雑誌

室，子供室，事務室になっており，広いロビー形式のホールには， 160種の雑誌， 25種

の新聞が常時利用でき，又最新の旅行案内資料コーナーを設置してあります。

⑧子供室は，幼児向けの絵本，紙芝居の部屋と，児童図書の部屋に分け， 2万3千冊の図

書，絵本，紙芝居を揃えております。

事務室の扉を取り除き，常に区民の皆さんと密着したサービスをと心掛けております。

⑥2階は，一般用の公開書架で，書架と書架の間を広く開け，気軽に利用できるよう配感

し，書架には7万7千冊の蔵書を配し，各主題の資料が一目で分かるように見出しがつ

いています。

⑰3階は，集会，会議室，調査研究， レクリエーションに使用できるグループ室，静かな

環境で読書ができる読書室に分れています。図書館資料と利用者を結ぶパイプ役を果た

すために年3回，有名作家，評論家等を招き，種々の識演会を催しております。

＠その他，子供に対する情操を深めるため，月2回の子供映画会，読み聞かせ，お話し会

等を実施し，障害者に対し対面朗読や，ボランティアの人達によるテープ吹込承を実施

しています。

、コピーサービス， レコード， カセットテープ（約2千点）の貸し出し等のサービスも行
っております。

一
一

ー

評
－－
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匡花＆害館’立花図書館

当館は，昭和55年6月，墨田区では4番目に開館し

た図書館です。都営立花六丁目アパートの1階部分

を，東京都から区が無彼で借り受けて開設したもので

す。

この周辺は，商工混在の街で，人口約2万人を教え

ますが，開館前は西へ1キロメートル程のところに

「あずま図書館」があっただけで，本の過疎地帯でし

た。

主に，子供と婦人の利用を中心とした蔵書や設備を

整えていること，地域の教育，文化， レクリエーショ

ｿなど,多目的に利用できるよう集会施設も併設して

いることなどを特色とし， これまでの図書館とは異な

った新しいタイプの図書館です。

立花6の8－1－101
壷618－2620

束武小村井駅 10分

都バス

〈里22〉文花2丁目15分
〈上37〉中居堀 15分
〈平23乙〉中居堀15分

I

ノ
~ ~

、図書館はワンフロアー

図書館はワンフロアーで，全体が見渡せるように壁側以外の書架はすべて低くし，中

央には母親が幼児にゆっくり本を読んでやれるように， じゅうたんを敷いた絵本コーナ

ーを設けています。

④からだの不自由な方のために

車いす，専用机，身障者用トイレの設備のほか，書架の間隔を広くとり，車いすでも

楽に本を捜せるように工夫してあります。

⑥その他コピーサービス，ペピーカー， カセットの試聴装置もあります。

、ホール（体育室）には，映写スクリーン，卓球台（4台)，があり，和室には将棋，囲

碁， 自動マッサージ機の設備があります。

、蔵書は，児童藩1万3千冊（内絵本5千冊)，婦人向けの悪らしの本を主とした一般蕾

1万2千冊のほか，紙芝居が740組， カセットテープが950組あります。

－11－
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'八広口書館｜I

八広図書館
八広図書館

●商層アパートの1階に当館は，都営八広五丁目ア

パート(14階建)の1階にあり，前は都立養謹学校，

区立八広公園で曳舟川通りに面し，後はすぐ京成線

が走っています。

●広くて明るく暖かみがある館内は，できるだけ壁

をなくし，見通しよく，車椅子や乳母車で利用でき

るように家具類も配置してあります。車椅子用のト

イレもあります。

●豊かな資料がさがしやすぐ暮らしに役立つ本やこ

どもの本，絵本，紙芝居をはじめ，雑誌，新剛，大

活字本， カセットテープ， レコード等豊かな資料と

出会えます。全国の電話帳や行政資料，パンフレッ

ト等もあります｡.これらの資料がさがしやすいようト等もあります｡.これらの資料がさがしやすいよう

＝

一 ●ー

魁
【

八広5の10-1－104

念616－0846
束武玉ノ井駅 10分
京成荒川駅 7分
郡バス

〈草39＞東向島6．】 目8分
<I:37>八広 5分
本郁郡t八必51．11γパー1-1賑【二齢投

‐

缶

■ や

溌
瀞
懇

雨

イ

_‐ 『弓 －
字

~ ~ タマー

に分類して配架し，目録を整備して

います。

⑪談旙や交流の場に幅広く談話のためのロビー，卓球，映画会，展示会，各種会合等に

使えるホール，囲碁，将棋，チェス，マッサージ機等もある和室，ステレオもあって，

踊りのできる板の間もあり，憩い,趣味,学習，交流などに利用いただけます。印刷室，

湯沸室等もあります。

④コンピューターを道具として自館処理， リアルタイム処理方式のコンピューターを，

貸出，返却，予約，資料検索，資料椛成，蔵書点検等に使っています。読書の秘密は守

ります。

④地域の文化活動の拠りどころとして図書館では毎日3時に“お話しタイム'’をやって

いますし，手作りの会， こども会講演会等，要望に応えて催しものをやっています。

又，利用者の新聞“びっと”やこども新聞も発行されています。

話しあい，読書会，共同研究， こども会，誹演会，映画会，展示会等， 自主グループ

の活動の相談，協力もいたします。
⑨「本との出会い，人との出会い」これが八広図書館です。

》

い

｛

1

．－－－
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一言可

墨田区立図
圭
白 館所在一覧

墨田区文花1-19-1あずま図書館 〒131 電話612-6226･6048

墨田区緑2－23－3館書緑 図 〒130 電話631－4621

墨田区東向島3－34－4寺島 図 館 〒131 電話611-4610
聿
皀

墨田区立花6－8－1-101 〒131 電話618-2620･2640館立花図
聿
画

墨田区八広5-10-1-104 〒131 電話616-0846(代）館八広図
華
凰

昭和57年3月作成 黒田区立図書館
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